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II. 基本的な考え方 
政府は、以下の基本的な考え方に基づき、関連施策の立案と実行に取り組む。 

 
 
（８）大阪・関西万博を契機とした多様な文化、価値観の重なりの創出 

大阪・関西万博は、日本が「文化芸術立国」や「観光立国」、「農林水産物・食品輸出立国」
としての魅力を世界に発信していく上で極めて重要な機会である。 
日本の「和」の精神は、協調や調和を重んじ、多様な価値観を重ね合わせることで、新た

な価値を生み出してきた。異なる価値観の融合は、持続可能な社会の実現に不可欠であり、
大阪・関西万博の機会を、日本の文化や伝統の魅力を育み、発信し、継承するとともに国内
外の多様な文化や価値観が交流しあい重なりあう、文化創造の場とする。また、日本には、
伝統的な芸術や最先端技術を用いた各種アート・デザイン、ファッション、ポップカルチャ
ー、和食・日本酒その他の食文化、祭り、伝統工芸品、和装や花、日本建築など、多岐にわ
たる文化が存在する。こうした多様な文化・歴史・伝統について、分野内、分野間の連携を
図りながら、オンライン発信などの ICT 等の活用や、参加国と地方都市との連携などを通じ
て、世界に向けて積極的に発信する。 

 
 
（１１）政府一体となった取組と関係機関との密接な連携の推進 

大阪・関西万博の成功のためには、政府、博覧会協会、大阪府・大阪市、関西広域連合を
中心とした地方公共団体、経済界、学界等が一体となって取り組むことが不可欠である。博
覧会協会が、大阪・関西万博の実施主体として準備・運営及び実行に責任を持ち、会場への
アクセスに必要なインフラについては、関係する地方公共団体等が関係機関と連携して整備
していく。政府は、博覧会協会への指導・監督や支援を実施するとともに、各府省庁に分掌
されている関連施策を一体として確実に実行し、博覧会協会、大阪府・大阪市、関西広域連
合を中心とした関係する地方公共団体、経済界、学界等と密接な連携を図り、また、科学技
術・イノベーション、宇宙、海洋、健康・医療、クールジャパンなどの分野も含め、オール
ジャパンでの取組を推進するため必要な措置を講ずる。 


